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1）原田逸策「中国「市場に役割」削除」日本経済新聞，2018年 3月 7日 p.8　活動方針を起草した国務院研究室黄守
宏主任の記者会見での言葉から。（以下原則朝刊）
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10）大紀元時報「中国でネット金融 P2P業者が相次ぎ倒産　7月にすでに 131社」https://www.excite.co.jp/News/
chn_soc/20180725/EpochTimes_35005.html（2018/7/25掲出 2018/8/11確認）




































13）張勇祥，高橋哲史「中国ネット金融破綻急増」日本経済新聞，2018年 8月 8日 p.9
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articles/-/249470（2018/7/23掲載　2018/8/1確認）
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津上俊哉 2019「経済教室　黄信号の中国経済上　投資バブル後の調整不可避」『日本経済新聞』2019年 2月 13日，p.34
ヴォルフガング・シュトレーク 2017　村澤真保呂他訳『資本主義はどう終わるのか』河出書房新社
―2016鈴木直訳『時間稼ぎの資本主義』みすず書房




The Relationship between the Economic Policies and  
Post-modern Control Type Society in China
Takehiko MATSUDO
要　　旨
　本稿は，2018年から 2019年初頭にかけて中国で展開された金融・財政政策のいくつかを概観しな
がら，なぜ引締め，規制強化から大規模な景気刺激策へと転換したかをヴォルフガング・シュトレー
クの議論を背景に検討することを課題にした。シュトレークは現代資本主義経済の政策を債務国家の
誕生としてとらえ，結局危機の先送りとして把握した。中国は一見異形の国のように見えるがシュト
レークの見立てに従えば，ごく普通の市場経済社会のように見える。そこでは債務化と債務の民間へ
の付け替えという同様の手法が使われ，危機が先送り的に回避されている。ただし，このプロセスが
急速であること，また，市場経済化の初期条件で恵まれていたことが中国を現在のような経済大国に
のし上げさせたとみられる。しかし，一方で社会主義社会の特性であるパターナリスティクな論理は
残り，この点が中国経済の根本的困難点になっている。このことと監視社会の出現の関係をさぐった。
